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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は好アンモニア性植物といわれる水稲の栄養生理的特性の一端を明らかにする目的で,水稲根の

アンモニア同化能に関する主要酵素系の動態を検討した成果である｡

論文は序論及び結論を含めて6章からなっているが,研究の内容はつぎの4点に要約することがで き

る｡

1.アンモニアによる GlutamateDehydrogenase(以下 GDH と略記)の活性化について

GDH は水稲根の細胞質と ミトコンドリアの両画分に分布 し, いずれも NAD を補酵素とするが,

培養液のアンモニア濃度を高めた場合,主として細胞質画分の GDH が denovoに活性化され, これに

伴ない NAD,NADPの両方を補酵素としうる GDH アイソザイムが出現することが,遠心分画法, ポ

リアクリルアミドゲル ディスク 電気泳動法,14C-アミノ酸のとりこみ実験によって明らかにされた.

2.GlutamineSynthetase(以下 GSaseと略記)の活性化について

GSase もアンモニアによって著しく活性化されるが,TCA サイクルの有機酸のうち,α-ketoglut-

arate,citrateおよび isocitrateによって前駆体による活性化をうけることが,種々の代謝産物, ヌクレ

オチ ドの添加実験によって明らかにされた｡

3.Glutamate-0ⅩaloacetateTransaminase(以下 GOT と略記)の活性化について

GOT は ミトコンドリアと細胞質の両画分に認められ, ポ リアクリルアミドゲル ディスク 電気泳

動によって,それぞれ2本のアイソザイムが確認された｡アンモニアによる活性化は ミトコンドリア画分

の GOTの方が著しく活性化された｡

4.Asparagine生成におよぼすアンモニアの影響について

前処理を異にした水稲幼植物に 14C-aspartateを吸収せしめた後,アミノ酸画分を精製し,ペパークロ

マ トグラフィー, ラジオオートグラフィーによって検討した結果,asparagine生成系はアンモニア前培

養によって活性化され,14C-aspartateは容易に asparagineに転換され,この際 glutamineが窒素供与体
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になっていることが明らかにされた｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文は好アンモニア性植物のアンモニア同化能について基礎的知見を得る目的で,代表的な好アンモ

ニア性植物である水稲を供試し,アンモニア同化の初期過程に関与する主要酵素系の水稲根中における動

態について,代謝調節的観点から検討を加え,多くの新知見を得ている｡

まずアンモニア同化の第一歩である glutamatedehydrogenase(以下 GDH と略記) については, こ

れが細胞質とミトコンドリアの両画分に分布し, いずれも NAD を補酵素としていることを明らかにし,

培養液のアンモニア濃度にほぼ平行して,主として細胞質画分の GDH が denovoに活性化され,これ

に伴ない NAD,NADPの両方を補酵素とし得る GDH アイソザイムが出現することをみいだした｡

ついで GDH によって生成された glutamateをアミノ化する glutaminesynthetaseもアンモニア に

よって著しく活性化されるが,これはまた TCA サイクルの有機酸のうち α-ketoglutarate,citrateおよ

び isocitrateによって前駆体による活性化をうけることをみとめた｡

また glutamate,aspartateの相互転換を触媒する glutamate-oXaloacetatetransaminaseも, ミトコン

ドリアと細胞質との両画分にみとめられるが,アンモニアによって ミトコンドリア画分の活性が著しく高

まること,さらにアンモニア前培養した水稲根では aspartateは容易に asparagineへ転換され,この際

glutamineが窒素供与体の役割を果していることを明らかにした｡

以上のように著者は,水稲根のアンモニア同化に関与する主要酵素はそれぞれ代謝調節的に機能してい

ることを示し,水稲の高いアンモニア同化能に対し貴重な示唆を与えており,植物栄養学に寄与するとこ

ろが大きい｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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